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期末試験が順次行われる時期です。 そして小学６年生、 中学３年生、 高校３年生にとっては、 受験期が刻一刻と迫っ

てきています。 季節は、 秋から冬に向かっていますが、 気温の上下が激しく体調不良の生徒さんがちらほら見受けら

れます。 体調に気を付けて 試験対策を一つ一つ丁寧に仕上げていきましょう。 これからは時間との闘いです。 集中し

て取り組みましょう。  

 

 

 

 

 期末試験は、 各学校 副教科を含め 全２日間日程で 予定されています。 １１月第２週第それから第４週と期末試験

が予定されています。 今学期は 全中学校で中間テストが実施されませんでした。 期末試験の範囲が広くなることと、 

内容的にずいぶん難しくなっているので、 手ごわいことが予想されます。 十分に試験勉強をしておかないと １学期と同

じように点数を取ることは難しいと思います。 特に暗記を苦手とする生徒さんが、 最近多いと思います。 よく「わからな

い」と口にする生徒さんがいますが、 英語の文法や語順を正確に覚えていないために 書けないのですが、 それを「わ

からない」という言葉に置き換えてしまいます。 そこで 正しい語順を覚えたり、 単語を覚えたりしないといけないよ！と

アドヴァイスすると、 渋い面持ちで避けようとします。 そうすると ますます「わからない」という言葉が、 多発します。 

ご家庭で、 お子さんが「わからない」という言葉を発すると、 保護者の皆さまは、「塾で何を習ってきているの？ わから

ないのは 聞きなさい」とたいていの方がおっしゃいます。 私どもも 「わからない」ことを わかるように教えるのが、 お

仕事ですから 当然 そこは 力の発揮どころと 指導に努めますが、覚えていないこととわからないことは別次元の話で

す。  基本事項がしっかり頭に入っていないと 問題を解くことはできません。 数学でも公式を知らなければ、 答は出ま

せん。  

公式や文法事項など 見ながらやれば 当然できますが、 試験では全て頭の中に入っているものとして、 出題されます。 

こまめに覚えて、 応用問題にも対応できる力を身につけてほしいものです。 河竹会では、 暗記項目に関しては 毎回

小テストを実施しています。 小テストで覚えていたら、 試験前には慌てなくて済みます。 当然点数も高得点を狙えます。 

しかし残念ながら、 小テストで 毎回 満点をまたは１・２問間違いという完成度の高い生徒さんは決まっています。 全く

勉強しないで小テストに臨んでいる生徒さんも決まっています。 最近は小テストの結果が悪い場合には、 いろいろ言っ

ても嫌なだけだと思うので、 残って再テストを実施しています。 保護者の皆さまには遅い時間のお迎えで恐縮ですが、 

一つ一つ仕上げていかないと 期末試験直前で大変困ったことになると思います。  

  

 何事も個人差があるので、 点数が悪いとしても 一生懸命取り組んでの結果であれば、 あまり責めることはできないと

思います。 しかし 最初からあきらめたり、 勉強に取り組まないのは、間違いです。 ましてや自分がきちんと取り組んで

いないのに、 言い訳するようでは 点数は絶対伸びません。 厳しいようですが、 やらないで点数がとれるわけがな

い！ やった人だけが、 勝ち残るのは、 当たり前のことです。  

河竹会からのお知らせニュースレター   

ＪＡＭＢＯ 河竹会 
２０１９．１１．５  第１００号 



  ２学期期末試験について 

  中学３年生の皆さんへ 

  小学生の皆さんへ 

  高校生の皆さんへ 

        

  ご案内 

   冬の集中講義について 

冬の集中講義受講生募集（小・中・

高校生） 現在通塾されていない

生徒さん対象 

高校生全教科パックのご案内 

保護者会（中3）のご案内 

インフルエンザ予防接種お願い 

   面談のお知らせ 

   補習のお知らせ 

 

   休講のお知らせ 
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 面倒くさくて勉強したくないけど、 いい点数がとりたい！では通用しません。 いい点数をとりたいなら、 勉強するのみ

です。 

 

まだ時間は残されています。 自分が覚えていないところ、 できていない単元をしっかり復習してください。 そのプロセス

で わからないことがあれば、 質問してください。   

 

 

 

 

夏休みの最後に実施しました模試

の結果を返却しつつ三者面談を１０月

に実施しました。 保護者の皆さまに

はお運びいただきましてありがとうご

ざいました。 さて 次回は長崎県統

一模試を１１月 10 日（日）に実施いた

します。 教室の中にも いよいよ受

験らしい雰囲気が漂ってきました。  

さすがに 11 月ですね？ 実は１１

月1日に中学3年生の皆さんに 職業

適性検査と性格志向検査を実施しま

した。 皆さんに将来的なビジョンをも

っと現実的に考えていただくためです。 

皆さんは思ってもいなかった結果だっ

たり、 予想通りだったり、 さまざま

な反応でした。 竹田は興味深く結果

を拝見しました。 性格志向検査は、 

効果的な勉強方法にも通じています。 

保護者さまにおかれましては、 気に

なるところでもあるのではないでしょうか？  

そこで これからいよいよ本格的になる受験期におきまして、 ご家庭で気を付けていただくことや皆さまのご不安な点な

ど 保護者会を開いて、 お応えできればと考えています。 保護者会の詳細については８ページをご参照くださいませ。  

 

 中学 3 年生の皆さんは、 やっと勉強しなくちゃ！という意欲が少しずつ感じられてきました。 やらなきゃいけないけど、 

何からしたらいいか？ やらなきゃいけないけど、 集中できない！など 生徒さんから率直な意見が出ています。 そうで

すよね？ やらなきゃいけないことはわかっているけど・・・。 気持ちはよくわかります。 私どもも勉強のやり方や いつで

も持ち歩けるような単語帳や小さなテキストブックなどご紹介をしています。  

 小さなテキストブックは、 理科と社会の暗記項目が書き込まれた中学3年間の内容が網羅されています。 このテキスト

ブックは、 河竹会で採用しているテキストに対応しています。 いつでもちょっとした細切れの時間に開いて 見られるよう

にということで ご紹介しました。 1 冊４００円です（税込み）。 理科社会で８００円（税込み）です。 ご入用の方は、 お申

し出ください。  

 また 英語に関しては、 長文問題をいかに早く解くか？ということが勝負の分かれ目です。 長文問題を解くコツを授業

の中で教えているところです。 単語を知らない、 文法がわからないという問題にぶつかった生徒さんは、 単語帳を作っ

て何度も見たり、 文法事項については 配布している問題集で 勉強したりしてください。 わからないところは どんどん

質問してください。 お待ちしています。 そろそろ質問の数が増えてくる季節だと 私どもは待ち構えています。  

 

 生徒さんには何度も言っていますが、 １０・１１・１２月が一番成績が伸びる時期です。 伸びどころを逸しないように懸命

の努力を続けていただきたいと思っています。 日曜日の授業も始まっています。 実践問題をどんどん解き始めています。 

難しさも痛感していることと思います。 難しいからあきらめるのではなく、 難しいからもっと勉強しよう！と思える人だけ

が合格していきます。 合格のための努力やメンタルの強さ、 ぜひ身につけていただきたいと思います。 

 

 私どもも皆さんが、 やる気を出して 目標に向かっていけるようにサポートしていこうと思います。 一緒に頑張りましょ

う。   
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 小学生の皆さんは、 いつも元気に通ってきて

くれています。 休み時間は、 楽しそうに遊んで

いる姿を見て、 仲が良くてほほえましいな～と

思います。  

 最近 皆さんの中で 話していることでちょっと

気になることがありました。 それは学校の英語

の授業です。 英語は楽しいでしょ？と聞くと「ぜ

ーんぜん楽しくない！ 先生が勝手に英語でベ

ラベラ話して何言ってるのかさっぱりわからな

い！！」    のだそうです。（汗） 
 

なるほど！！ 来年度から小学５・６年生は英語

が正式教科になります。 通知表評価もつきます。 

英語重視傾向がみられる一方で、 英語嫌いが

もうすでに発生しています。 困ったものです。  

 

どうして このようなことになってしまうのか？ 

それは文科省が「使える英語」を目標にして、 

従来の「読む」「書く」に加えて「聞く」「話す」という

実践的な英語を習得させようということに重点が

置かれているからです。  

 

一方本年度の中学３年生の全国学力テストで文

法的な基本ができていない生徒の割合が非常に

多かったことを反省して、 やはり基本は大切だ

からきちんと勉強しましょう！とも言っています。  

 

そして 先日の 大学入試の英語の民間試験の

導入は５年後に先送りになりました。 民間の力を借りなくては、 英語の４技能を確認する術が現時点では文科省にはあ

りません。 振り回されるのは、 これから世に出ていく子供たちです。 私どもは、 地に足を付けた勉強をしていくことが

大切だと思います。 もちろん便利なツールは使いこなして、 ホンモノの学力を習得していこうと考えています。  

 

英語の入門編は、 最初が大事です。 イヤだと思われないように～と思っています。 しかし残念なことに 覚えなければ

ならない単語数は、 １０月号にも書きましたが、 小学校で６００～７００語を目指しています。 そして中学校では１０月号

で２０００語と書きましたが、 先日東京で受講したセミナーでは２７００語を目安としたいと 講師（時津町で採用している教

科書の筆者の一人 阿野幸一文教大学教授）はおっしゃっていました。  

 

数でへこみそうですね？ でも 最初にガツンと覚えると後が楽になります。 今まで小学生であまりにも覚えることに時間

を割かずにきていましたから、 覚える訓練を早めにした方が、 覚えるペースが速くなると思います。 覚えなれていない

生徒さんは、 最初は膨大な時間がかかるものです。  

 

河竹会の生徒さんも 小学６年生のテキストが終了した生徒さんから順次 英語の授業に切り替えています。 もうすでに

英語は嫌い！と言われてしまっているのですが、なんとか 英語を楽しく勉強していただけるように工夫していこうと思いま

す。 英語に切り替わっても月謝は変わりません。  

 

学校では、 そろそろ今学期のまとめテストや漢字テストの時期になってきます。 こちらも ぬかりなく用意していこうと思

います。  
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センター試験が目前に迫ってきました。 皆さ

ん、 受験勉強は順調でしょうか？  

 

高校３年生の皆さんの質問がだんだん熱を帯

びてきたと担当講師も言っています。 センター

入試過去問解説講座や直前講座が、 始まりま

す。  

 

センター試験過去問解説講座は、 学校でも実

施している過去問だと思いますが、 解説がされ

ずそのまま放置されている問題の解法を丁寧に

解説している講座です。  

 

この解説講座を聞くと 自分がどこをわかって

いなかったのか？ということに気が付くと思いま

す。 もし根本的なところからやりなおすのであ

れば、 ベーシック講座を視聴しましょう。 わか

れば そのまま次の問題へと進みましょう。  

 

またリスニングなど手薄になっている単元が

あるようでしたら、 全教科パックをお勧めします。 

毎年実施されているセンター試験の問題を精選

して取り上げていますので、 得点 UP に貢献し

てくれる講座です。  

 

これまで 多くの入試問題の予想が当たりまし

た。 受験期には多くのことを学んで 多くの問題

に当たらないといけません。  

 

講座はレベル別に多数ありますが、 １講座ごとに視聴すると受講料の心配があると思います。 今年はセンター試験解

説講座も合わせてお得なパックをご用意しました。（７ページを参照ください。）希望者は相談してください。    

 

高校１・２年生の生徒さんは、 定期試験だけではなく、 日頃からしっかり勉強することが大事です。 来年度からの英語

の民間試験の利用は見送られましたが、 共通テストでは英語の筆記が１００点、 リスニングが１００点と配点が変わりま

す。 実践英語重視傾向です。  

 

特に英語は、 これまでの試験とかなり内容が変わると思います。 発音・アクセント問題は消えます。 英単語の並び替

えによる英作文も消えます。 状況によって どのように言いたいことを伝えていくかということに重点がおかれていきます。 

資料やデータを読み取りながら、 自論を展開するような問題に変わっていきます。  

 

変化が激しい現代に ツールとしての英語を縦横無尽に活用させる力をつけて臨んでほしいというのが、 新しい指導要

領の方向性のようです。 今の時代を生きるって 本当に大変なことです。 

 

これから高校１・２年生の皆さんは、 まず基礎学力を充実させることに重点を置いてください。 学校の課題も大事です

が、 しっかり基礎を固めるために ベーシックを視聴して予習復習に努めてください。 そして なんでも 早め早めの取り

組みができるように生活習慣を変えていきましょう。  
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冬の集中講義について 
 

冬の集中講義を以下の日程で実施します。  都合の悪い日の時間帯などご相談がありましたら、 お問い合わせください。 ご

兄弟姉妹・お知り合いの方で冬の集中講義のみ受講希望の方は、お電話でご連絡ください。  

高校部は、 映像授業の冬期講習があります。 受講を希望する生徒さんは、 どの映像授業を選択するか相談の上、 決定しま

す。 希望する生徒さんは、 申し出てください。  

 

〈小学部・中学部〉 
  

学年 期間 時間 科目 

小学生 １２月２５日（水）～１月７日（火） 
① 午後１：００～午後３：００ 

算・国 （学校の宿題） 
②午後３：３０～午後５：３０ 

中学受験 １２月２５日（水）～１月７日（火） 午前９：００～午後３：００ 算・国・（理）・（社） 

中学１年生 １２月２５日（水）～１月７日（火） 午後６：３０～午後９：３０ 英・数・国・理・社 

中学２年生 １２月２５日（水）～１月７日（火） 午後６：３０～午後９：３０ 英・数・国・理・社 

中学３年生 １２月２５日（水）～１月７日（火） 午前９：００～午後３：００ 英・数・国・理・社 

 

＊小学生は、 ①または②の時間帯のどちらかを選んで受講してください。 

＊中学３年生の１２月３１日～１月３日までの授業時間は、 午前９：００～午後１：００までとします。    

＊中学受験コース及び中学 3年生の生徒さんは、 お昼の用意をしてください。 または昼食を準備する程度のお金を持た

せてください。 外出はできます。 

 

Line＠登録のお願い  

６月号の JAMBO河竹会でご案内しました line@ですが、 当方の不具合によりしばらく使用

できない状況が続いていました。 早速登録してくださっていました皆さん、 申し訳ございま

せんでした。 先月改善いたしましたので、 ご報告申し上げます。  

Jambo 河竹会の発行やその他のご連絡に 保護者の皆さまと直接ご連絡が取れると便利

になるかと思います。 また この JAMBO河竹会をホームページを通して web上からアクセ

スできるようにただ今ホームページを改良中です。 スマホをお持ちの保護者さまは、 お手

数ですが右QRコードから入り 「ともだち」を登録いただければ幸いです。  

スマホをお持ちでない保護者さまには、 こちらから電話やメールなど これまで通りご連

絡を差し上げます。 よろしくお願いします。  

 

恐縮ですが、 欠席のご連絡については お電話でお願いします。 当方の lineはPCで見

ています。 気が付かないことがあってはいけませんので、 必ずお電話ください。  

よろしくお願いします。 
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【学年別日程表】 

  １２月 

  16 17 18 19 20 21 22 23 24 

  月 火 水 木 金 土 日 月 火 

小学生 

通
常
授
業 

通
常
授
業 

通
常
授
業 

休
講 

休
講 

休
講 

休
講 

通
常
授
業 

通
常
授
業 

中1 

中2 

中3 

高１ 

高２ 

高３ 

 

  １２月 １月 

  25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 

  水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 

小学生 〇 〇 〇 〇 × ○ × × × × ○ × ○ ○ 

中1 〇 〇 〇 〇 × ○ × × × × ○ × ○ ○ 

中2 〇 〇 〇 〇 × ○ × × × × ○ × ○ ○ 

中3 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 

高１ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ 

高２ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ 

高３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

～高校生の皆さんへ～ 

 

高校生の冬の集中講義は、 特に設けていません。 通常授業です。 映像授業を選択している生徒さんは、  

午前９：００～午後９：３０までの間、 いつ受講しても構いません。  

 

冬休み中のみ映像授業を受講したい皆さんは、 問い合わせてください。  

高校１・２年生対象        冬期講習講座 

 

上記期間中は、 高校生の授業は、 午後６：３０～午後９：３０（中学生の授業に準じます）となります。 

なお 上記カレンダー日程中 休講となっている学年も 勉強しに来て構いません。 その際 映像授業を 

受講することもできます。  
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冬の集中講義 受講生募集（小・中・高校生） 現在通塾されていない生徒さん対象 

お知り合いや ご兄弟・姉妹の方で 冬の集中講義受講を希望される方は、 お電話にてお申し込みください。 

下記受講料は、 全て教材費、 消費税込みの金額です。 現在通塾されている皆さんの受講料ではありません。 

  

＜受講料＞  小学生     ９５００円      

中学１・２年生  １４０００円       

中学３年生    ３００００円（受講内容によって変更があります。）           

高校生 ３５０００円（映像授業の選択教科によっては追加授業料が発生する可能性があります。 

直前講習全講座パック（高校３年生） 
今年も大学入試直前講座が出そろう季節になりました。 今年は直前講座に加えてセンター試験過去問解説講座が加わ

って充実の講座内容となっています。 ご存知のようにセンター試験は、 今年で最後です。 何が何でも合格を勝ち取

らなければなりません。センター試験過去問解説講座は、１０月号でもお知らせしましたように ５教科で１５０００円（税

別）です。 今回は長句全講習全教科パックに合わせて直前講座も受講の場合は、割引率が大きくなっています。 

万全の備えで、 第一志望校を勝ち取りましょう！ 

 

受講期間    ２０１６年１１月５日（火） ～ ２０１７年３月１８日（水） 

受講科目    全教科全科目（含むリスニング）  （学研講座は除外します。） センター試験過去問解説講座  

受講料    センター試験過去問解説講座  １６５００円（税込み） ／１か月 

          直前講座全教科パック      ８８０００円（税込み）／上記期間 

          直前講座全教科パック教材費  ２６４００円（税込み）／上記期間 

特別受講料   センター試験過去問講座及び直前講座全教科パック両講座を受講した場合、  

               １６５００×２＋８８０００円＋２６４００円＋＝１４７４００円 になります。 

               ⇒  １２００００円（税込み）       

センター試験過去問講座を受講する場合の受講料は１ヶ月当たりですので、 １１月・１２月の両月の受講料が必要です。 し

たがって１６５００×２ヶ月分の受講料と直前講座全教科パック全て受講された場合は、 教材費を含んで上記１２００００円に割

引します。 パック料金は、 ２次試験対策講座も含みますので、大変お得です。  

大学入試対策講座は、 １講座 １３２００円（１単位）～２６４００円（２単位）です。  （＊１単位 １００分×４  ２単位 １００分×８） １講座のみの受

講も可能です。 （２単位を３講座以上受講する場合は、 パックの方がお得です。） 大学入試講座は、 ほとんど２単位以上です。 

保護者会 Work Out Meetingのご案内 （中学３年生の保護者さま） 

 中学３年生の保護者さまを対象としまして、 下記日程で保護者会を開催します。 お忙しい皆さまに合わせて午前の部・午後の

部と２部制を考えています。 午前・午後同じ内容ですので、 どちらか一方にご出席いただければと考えています。 

 

日時    ： ２０１９年１１月１０日（日）  

    午前の部  午前１０：００ ～ 午後１２：００  

午後の部   午後２：００ ～ 午後４：００ 

場所        ： 河竹会 1階 教室 

出欠の連絡  ：  電話 または line＠ で 午前の部希望、 午後の部希望と お伝えください。  

   11月8日までにご連絡ください。  
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インフルエンザ予防接種のお願い （小学６年生、中学３年生・高校３年生） 

受験生の皆さんは、 インフルエンザの予防接種を１２月までに完了しておかれるようにお願いします。 詳しいことは、 か

かりつけ医院など医療機関にお問い合わせください。 インフルエンザの予防接種の回数は、 医師の指示にしたがってくだ

さい。  今年は流行が早まっていると言われています。 いよいよ流行りだしてからでは間に合いません。 早めに予約をし

て接種されますよう お願いします。 またご家族の皆さんも 合わせて接種いただけますと安心かと思います。 

よろしくお願いします。  

  

    

 

 河竹会     

  〒８５１－２１０５    

長崎県西彼杵郡時津町浦郷３０８－１０ 

 

℡  ０９５（８８１）２１２４    

E-mail  

information@coachkai.co.jp 

一人一人の未来を考える学習塾 

 

河竹会ホームページ 

http://coachkai.co.jp/ 

 

 

面談のお知らせ （全学年希望される保護者さま） 

 全学年の生徒の皆さんの保護者さまの中で、 面談を希望される方は 面談を実施します。 中学３年生の保護者さまで学校の

面談がある前また あった後の相談などや推薦の相談が、 ございましたら、 お手数ですが、 お電話で お申し込みください。  

 また 小学生・中学１・２年生の保護者の皆さまの中で、 面談を希望される方は、 必ずお電話で面談時間の予約を取られてくだ

さい。 よろしくお願いします。 面談ご希望の方は、 お電話か Lineからでも結構です。  

 

 

 

  

   

   

    

 

休講のお知らせ       

１１月１７日（日）は、時津町ロードレース開催のため、 １０月号でのご案内通り日曜特別演習は、 休講です。 

（中３、中学受験コース） 

１１月２３日（土）は、 祝日につき休講させていただきます。 
１２月１９日（木）～１２月２２日（日）まで休講させていただきます。 

１月１３日（月）は、 祝日のため休講させていただきます。  

 

 

 

 

   

   

    

 

災害の多かった２０１９年があと 2 ヶ

月を切りました。 月日の経つのは、 

早いものです。 残りの 2 ヶ月をどう

過ごして 受験生の皆さんの仕上が

り具合を速めていくか？私どもの力

量をためされているような季節になり

ます。皆さんの気持ちを考えると 言

われたくないだろうということも 口に

しなければなりません。 しかし そ

の後で、 自分の口から出た言葉に

自分自身を反省することも多々あり

ます。 生きている限り 振り返って

できていないことを反省していくとい

う繰り返しをしていくのでしょうね。 

今からを生きていく皆さんは、 本当

に大変だと思います。   

でも基本は同じ。 まずは生活習慣

の改善からです。 ちょっとした時間

も無駄にせず、 受験まで走りぬい

てほしいです。  

  

補習のお知らせ （中学1・2年生） 

 中学校ごとの補習実施日は、 下記の通りです。 

時津中学校・琴海中学校・小江原中学校、長与中学校 １１月 ９日（土）     午後１：００～午後５：００ 

      １１月１０日（日）  午前９：００～午後４：００ 

鳴北中学校     １１月２４日（日）          午前９：００～午後４：００ 

試験前は、 毎日通塾することができます。 希望者は 申し出てください。  

  

   

   

    

 

http://coachkai.co.jp/

